




























たアメリカのスペクタクル映画 『ベ ン ･
ハー』が大評判をとった｡タイ トルは ｢ハー
の息子｣の意味である｡これらの例では､父
称には苗字にかなり近い機能が見られる｡
エチオピアのコンソ人の場合､司祭だけが
始祖の個人名に由来する苗字をもち､傍系の
者は次々と系譜上の分岐点に位置する先祖の
個人名を苗字として行く｡ブルキナファソの
小馬 徹
モシ人の苗字もこれに似る 〔連載 8参照〕｡
これらの事例には､｢家｣の観念に基づく政
治の一つのあり方が窺える- なお､人類学
で言う政治とは､個人や集団の問の葛藤や紛
争とその調停を言う｡キブシギスの平等制社
会には､苗字がない｡だが､一人の男性の息
子たちは､｢Baの息子｣｢Bbの息子｣-のよ
うに､母親単位の家ごとに往々父称を変える｡
この例でも ｢家｣の政治と父称が結び付き､
苗字の観念の萌芽が既に見出される｡
祖父に因む二項命名法
同じ伝統的な ｢支配者なき社会｣でも､以
上とは大きく異なる例がある｡例えば､ケニ
アのバントゥ語系のルイア諸民族では､(1)誕
生直後母親が与え､幼少年期に用いる複数の
愛称､(2)男性ならイニシエーション直後に同
年齢の仲間から､女性なら思春期に親 しい女
友達から貰う複数の ｢第二の名前｣､(3)祖霊
名､の三種頬の名前がある｡(1)､(2)は正式の
名前ではなく､命名儀式を伴わない｡
(3)は正式名で､ルイア諸民族でもマラゴリ
人は､生後間もなくその命名儀礼を行う｡一
方､プクス人は､子供が絶えず泣いていたり
急性の病気に雁った場合､自分の名前をその
子に与えようとする特定の祖先の意志表示だ
と考えるOそこで､占い師にその祖霊を同定
して貰って名付け儀礼を執行する｡子供が元
気な場合は､若者であればイニシエーション
直後に､娘であれば結婚式の直前にそれを執
行する｡つまり､祖霊名には､成人の地位を
獲得する要件であるという一面がある｡だが､
一層重要なのは､名前を貰った祖霊が子供の
守護者になるとされている事だQ
祖霊名を与える祖霊は同性に限られるし､
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独身者や子供のなかった人､当該の子供の誕
生後に没した人は考慮されない｡それゆえ､
父方または母方の祖父 (女性は祖母)から祖
霊名を貰う場合がきわめて多い lYagner,G.,
TheBantuo/Kenya,vol.1,1949].
こうした事情から､今日ルイア人は､必ず
しも定式はないが､(2)と(3)を組合せ､ ｢Aを
祖父 (祖母)とするB｣という方式で自分の
名前を表示する事が多いのである｡
父系出自原理と母系の祖霊名
重要なのは､ルイア人が父称ならぬ ｢祖父
(祖母)称｣を正式名とする事実だけではな
い｡ルイア人は父系民族でありながら､実際
には正式名を往々母方の祖父 (祖母)から貰
う事が本稿の観点からは一層重要なのだ.
一方の祖父だけが生きている場合､先に記
した命名規則によって､孫息子は死んだ祖父
から祖霊名を貰う｡もし両方が既に死んでい
れば､母方の祖父がより最近死んだ場合や影
響力のある人物だった場合が特に厄介だ｡祖
霊は誰もが我先に子孫に名前を与えたがり､
先を越されれば憤激するからである｡
こうした場合､両方の祖父の名前が同時に
孫息子に与えられ､両者が保護者になる｡た
だし､一方が ｢頭目｣もう一方が ｢従僕｣と
呼ばれる｡通常は父方の祖父が ｢頭目｣にな
るが､それは絶対ではなく､判断は ｢各々の
祖父の社会的な位置を勘案｣できる占い師に
委ねられるのである [Yagner,G.,tbid.]o
アフリカ社会のイメージと現実
産業化以前の社会の大きな特徴は､家族や
親族の原理が行動規範を支配する事である｡
そして､アフリカを研究 した人類学者は､
一人の祖先を頂点とし､そこから男性または
女性の一方の系列だけで系譜を辿る人々の集
団が共同性の強い出自集団 (氏族)をなすと
いう単系出自理論を提出した[Fortes,M.and
E.E.Evans-Pritchard(eds.),AfricanPolti-
cal砂stems,1940]Oそうした氏族の分節段
階でも､確実に始祖まで系譜が辿れる人々で
構成されるリネ-ジこそが中核であり､それ
以上の段階は系譜関係に依存する政治構造を
なすと言うのだ｡アフリカの平等社会は､従
来このモデルで理解されて来たと言える｡
では､父系のルイア人が往々母方の祖父の
名前を自分の正式名とするのはなぜだろうか｡
その理由が母方親族との政治的連帯の願望で
ある事は既に明らかであろう｡名前を貰った
祖霊は守護者となる｡特に母方の祖父が重要
人物である場合には彼が重視されるのだ｡
単系出自理論は一つのモデルに過ぎず､不
可避的に過剰な強調がある｡人々の連帯は系
譜が支配する垂直方向だけではなく､婚姻を
媒介とする水平方向にも広がると見るのが､
東南アジアや南太平洋の研究から得 られたキ
ンドレッド理論である｡また､婚姻関係の重
複的な展開が現実の人間関係を決めると､動
態論的に見る事も出来る｡更に､この地域の
研究は､父系または母系の出自を個人が選択
できるという双系出自理論を生んだ｡
構造と人間
前産業社会では出自が行動を拘束するとい
う固い構造-機能論に対 して､上の諸理論は
社会構造それ自体が既に個人の多様な選択の
可能性を内蔵すると見る柔 らかな構造論であ
る｡観点の強調点の差でもあるが､どの社会
にも二つの力が働いていると考えるべきだ｡
実際中村伸浩氏によると､ルイア諸民族でも
イス-人は､父方と母方の祖父 (祖母)の両
方の名前を貰い､そのいずれかを連名に用い
る 〔私信)0
確かに､キブシギスなどのナイル語系の牧
畜民社会では､父系出自原理はルイア人に比
べて遥かに強固である｡ しかし､それを中和
する慣行も少なくない｡ルイア人の命名法は､
アフリカ社会を先の視点からもう一度相対化
する必要性を強く示唆していると思う｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
15
